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岡山醫科大學解剖學教室(主 任八木田教授)

近 藤 寅 夫

[昭和8年3月15日 受稿]

Aus dem Anatomischen Institute der Okayama Medizinischen Fakultat

(Direktor: Prof. Dr K. Yagita).

Uber die Verbindung des Sehhugels mit 
dem Streifenhugel beim Huhn.

Von

Torao Kondo

Eingegangen am 15. Marz 1933.

Bei Huhnern zerstcrte der Verfasser erstens den Nucleus rotundus des Sehhugels, 

zweitens den lateralen Abschnitt des Hyperstriatum und drittens den lateralen Teil des 

Brachiums in der Hohe der vorderen Kommissur und liess die Tiers 3 Wochen lang 

weiter leben. Dann totete er sie, um ihre Gehirne mit Hilfe der Marchischen Methods 

zu untersuchen.

Daraus ergibt sich das Folgende:

1) Die Fasern, die aus dem Nucleus rotundus thalami entspringen und zerebral

- warts emporsteigen, begeben sich hauptsachlich auf dem Wege des Brachiums nach 

dem Ektostriatum, um dort zu endigen, wahrend ihre geringe Anzahl durch das Epi

striatum hindurch das Hyperstriatum erreicht.

2) Die Verbindung des Nucleus rotundus thalami mit dem Ektostriatum besteht 

aus den doppellaufigen Fasern, nahmlich aus den aufsteigenden und den Absteigenden.

3) Die Absteigenden Fasern aus dem lateralen Teil des Hyperstriatum schlagen 

eine ventromediale Richtung ein, und treten durch das Epistriatum hindurch in das 

Brachium ein, um dann den gleichseitigen Nucleus rotundus zu erreicheu und dort zu 

endigen.
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4) Die Fasern, die den Nucleus rotundus mit dem Hyperstrianum verbinden, 

sind wahrscheinlich doppellaufig.

5) Die Fasern, welche den Nucleus rotundus, mit dem Ektostriatum verbinden, 

sind zahlreicher als die Fasern, welche den Nucleus rotundus mit dem Hyperstriatum 

verbinden.

6) Wahrscheinlich entspringen einige sparliche Fasern aus dem lateralen Ab

schnitt des Hyperstriatum und ziehen nach dem Mesostriatum, um dort zu endigen.

(Autoreferat.)

第1章　 緒 言

Bumm氏 ガ鳥 類 線状 體 ヨ リ視 丘 ニ至 ル,線 状 體 視 丘背 路 ヲ記 載 セ シ以 來, Groebbels, Wal

lenberg及 ビHolmes, Kappers, Probst, Sachs, Edinger及 ビWallenberg, Kalischer,大

畑 等 ノ諸氏 ニ ヨ リテ,線 状 體 視 丘 路 及 ビ視 丘線 状 體 路 ノ存 在 ハ 承認 サ レ シ ト雖 モ,其 ノ起 首及

ビ終 止 部 ニ關 シテ ハ,諸 説 一定 セズ.是 レ予 ガ上 坂 博 土指 導 ノ下 ニ本 問 題 ノ研 究 ヲ企 テ シ所 以

ナ リ.

第2章　 文 獻

1. Bumm氏 ハ初 メ テ 鳥 類 ノ大腦 腺 状 體 ヨ リ視

丘 諸 核 ニ至 ル,線 状 體 視 丘 背 路(Tractus striothala-

micus dorsalis)ヲ 記 載 セ リ.

2. Kappers氏 ニ據 レ バ鳥 類 ニ於 テ,視 丘前 核 ガ

大 腦皮 質 ニ纎 維 ヲ送 ル ヤ否 ヤ ニ關 シ テハ,今 日尚 ホ

決 定 サ レズ. 2, 3ノ 學 者 ハ 同 核 ト大 腦 半 球 口腹 部 ノ

皮 質 卜連 絡 ア リ トセ リ.恐 ク ハ又 内 側 部 皮 質 モ,同

核 ヨ リ纎 維 ヲ受 クル ナ ラ ン モ,同 核 ヨ リ出 ヅ ル纎 維

ノ大 部分 ハ,線 状體 ニ 終 止 スル モ ノナ リ ト.

3.更 ニ氏 ハHyperstriatumニ 至 ルTractus tha-

lamo-frontalis externusノ 求 心 性 纎 維 ハNucleus

 rotundueヨ リ起 始 セ リ.同 路 中 ニハ 反 對 ニ圓 形 核 ニ

至 ル遠 心 性 纎 維 モ存 在 ス ル ト雖 モ,前 者 ガ遙 ニ多 量

ナ リ ト云 ヘ リ.

4. Edinger, Wallenberg及 ビHolmes氏 等 ハ 鳩

ニ於 テ,恐 ク ハ微 弱 ナ ル前 頭 髓(Stirnmark)ノ 主 體

ヲ形 成 ス べ キTractus tharamo-frontalisハ,視 丘 前

核 ノ損 傷 ニ 由テ 變 性 ス.然 レ ドモ此 事 實 ハ,他 ノ著

明 ナ ル 前 頭 髓 ヲ有 ス ル 鳥 類,殊 ニ容 易 ニ手 術 シ得 ベ

キ 鷲 鳥(Gans)ニ 就 テ 確 認 サ ル ル ヲ 要 ス ト.

5.更 ニ氏 等 ハ 視 丘 圓形 核 損 傷 後 ニ變 性 ス ル纎 維

ニ 就 テ 記 哉 シテ 曰 ク,圓 形 核 ヨ リ發 ス ル變 性 纎 維 ハ,

顱 頂 腦 竝 ニ前 頭 腦 皮質 ニ 終止 ス ル ガ故 ニ,此 纎 維 束

ハTractus thalamo-frontalis et parietalisト 命 名 ス

べ キ モ ノ トス,然 レ ドモ 此纎 維 束 ニ混 ジテ 走 行 セ ル

他 ノ纎維 群 モ存 在 セ リ,之Edinget及 ビWalleuberg

ノ認 メ シ如 ク, Nuc1eus rotundusヨ リStriatumニ

至 ル 強纎 維 東 ニ外 ナ ラ ズ ト.

6. Edinger及 ビWallenberg氏 等 ハ,鳩 ニ ツキ

Marchi氏 法 ニ テ 研 究 ノ結 果,視 丘 圓 形 核 ヨ リ線 状體

ニ至 ル,強 纎 維 束 ヲ記 載 セ ル モ
, Striatumノ 如 何

ナ ル部 位 ニ終 止 スル ヤ ハ明 言 セ ズ,且 本 束 ノ纎 維 ハ

doppellaufigナ リト云 へ リ.

7. Kalischer氏 ハ鸚 鵡 ニ ツキ, Nissl氏 法 ニ ヨ リ
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研 究ノ 結 果, Mesostriatum破 壞 後1週 間 ニ シテ,主

トシテ術 側 ノ 圓形 核 ニ染 色 質 溶解 現 象 ガ現 ル.然 レ

ドモMesostriatum損 傷 後 數 箇 月 生 存 セ シ モ ノニ於

テ ハ術 側 及 ビ非 術 側 ノ圓形 核 ノ細胞 ハ異 常 ヲ見 ズ.

又Ektoatriatumノ 損 傷 後 ニハ, Mesostriutumノ 損

傷 後 ヨ リモ弱 キ變 化 ガ現 ル ト云 ヘ リ.

8. Groebbe1s氏 ハ 雛鷄 ノ腦 ヲ髓 鞘 發 生 的 ニ研 究

シ.且 鳩 腦 ノ變 性 所 見 ヲ注 意 シ, Edinger, Wallenberg

及 ビHolmes氏 等 ノTractus thalamo-parietalisノ 他

ニTructus thalamo-striatusノ 存 在 ヲ認 メ,之 ハ 圓

形 核 ヨ リ起 始 シ, Hyperstriatumニ 終 止 ス ト云 ヘ リ.

9.大 畑 氏 ハ家 鶏 ニ ツキ, Marchi氏 法 及 ビNissl

氏 法 ヲ併 用 シテ, Nucleus rotundusニ 就 テ 研 究 シ,

次 ノ結 論 ヲ下 セ リ. (1)鳥 類 ニ於 テ ハ 圓 形 核 ヨ リ發

ス ル神 經 纎 維 ハ殆 ドBrachiumヲ 通 過 シテ 上 行 ス.

 (2)此 總 テ ノ纎 維 ハ鳥 類 ニ テ ハEktostriatumニ 終

止 ス.(3)鳥 類 ニ於 テ ハ 圓 形 核 ヨ リ起 始 ス ル神 經 纎

維 ハ,大 腦 皮 質, Mesostriatum, Hyperstriatumニ

終 止 セズ.

10. Kappers氏 ニ據 レバ,鳥 類 ニ於 テ ハHyperstri-

atumノ 外 部 ヨ リ發 シ,視 丘 圓 形 核 ニ終 ル少 數 ノ 下 降

性 纎維 ガ,上 行 性 ノ視 丘 前 頭 路 中 ニ混 在 セ リ.線 状

體 中 腦 路 ハ 主 トシテMesostriatumヨ リ起 始 シ,中

腦 ニ至 リ, Schroeder氏 ノNucleus spiriformisニ 終

止 ス レ ドモ,之 ニ混 ジテHyperstriatum及 ビ其 ノ上

部 ノ大 腦 皮 質 ヨ リ發 シ,同 一部 ニ 終 止 セ ル神 經 纎 維

モ存 在 ス ト.

11. Groebbels氏 ハHyperstriatumノ 外 部 ヨ リ

發 シ,視 丘 圓 形 核 ニ至 テ終 止 ス ル 外背 線 状 體 視 丘 路

(Tractus strio-thalamicus dorsa1is lateralis)ヲ 記 載

セ ル モ

12.大 畑 氏 ハ 家 鷄 ニ於 テHyperatriatumノ 外 部,

尾 部 乃至 口部 ヨ リ發 シテ 大 腦 膊 ヲ 下降 ス ル遠 心 線 纎

維 ハ 存 在 セ ズ ト云 へ リ.

第3章　 自 家 實 驗

實 験I.(第1圖 乃至第5圖 及 ビ第16圖 乃至 第

20圖)

正 中線 ヨリ少 シク左方 ニ於テ,矢 状 ノ方 向 ニ,家

鷄頭皮 ヲ切開 シ,左 右 ニ開 キ,骨 ヲ破 リ,左 側大腦

半球 ヲ現 シ,其 ノ尾 部 ノ中央 ニ尖刄刀 ヲ刺入 シ,腹

方ニ進 メ,左 側視丘圓形核 ヲ破壞 シ,止 血 スル ヲ待

第1圖
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チ皮 膚 ヲ縫合 シ術 ヲ終ル,術 後3週 間 ヲ經テ,動 物

ヲ殺 シ,腦 ヲ摘出 シ, Mcrchi氏 法 ニテ處置 シ,前 頭

斷連續 切片 ヲ作 リテ精査セ リ.

術後動物 ハ,著 シキ症状 ヲ示 サザ リキ.

肉 眼的所見.摘 出 セル腦 ニハ,殆 ド肉眼的變化

ヲ見 ズ.

顯微鏡的所 見.尾 方 ヨ リ口方 ニ向 ツテ變 性 ヲ追

跡 セ リ.

1)圓 形核尾部 ノ高サ(第1圖 及 ビ第16圖)

圓形核ハ其 ノ腹部 ニ於 テ損傷サル.變 性顆粒 ハ損

傷 部 ノ周圍 ニ甚 ダ多 數 ニ存在 ス,圓 形核 ノ中央 部及

ビ腹 部 ニハ殊 ニ多數 ノ小 ナル黒色顆粒 ヲ見 ル.

2)圓 形核中央部 ノ高 サ(第2圖 及 ビ第17圖)

圓 形 核 内 ニハ 多 數 ノ小 顆 粒 ヲ一様 ニ認 ム, Bra

chium ventralisノ 外 部 ニモ,中 等量 ノ黒 色顆粒 ア

リ, Brachium dorsalisノ 外 部 ニハ多數 ノ黒色顆粒 ヲ

見 ル.反 對側 ノBrachiumノ 同部 ニモ少數 ノ黒色 顆

粒存 在ス.

第2圖

3)前 連 合 ヨ リ少 シク尾 方 ノ高サ(第3圖 及 ビ第18圖)ニ 於テハ, Brachium中 殊 ニ其 ノ外 側部中 ニ多

第3圖
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數 ノ顆粒 ア リ, Mesostriatum及 ビEktostriatum中

ニ モ中 等量 ノ黒色 顆粒 ヲ認 ム, Tractus occipitome-

sensephalicus中 ニ ハ微 細 ノ變 性 顆粒 存 在 シ,前 連 合

中 ニ入 リ,術 側 ノEpistriatumニ 至 ル ヲ見 ル. Epistri-

atum中 ニテ ハ 腹 部 ヨ リ背 部 中 ニ多 ク ノ變 性 顆 粒 ヲ

認 メ,且 術 側Epistriatum背 部 中 ノ線 状 ノ纎 維 束 中

ニ モ,僅 數 ノ變 性 顆 粒存 在 セ リ.反 對 側Brachium

ノ外 部 ニ モ,少 數 ノ變 性 顆 粒 ヲ見 ル.

4)前 連 合 ノ高 サ(第4圖 及 ビ第19圖)ニ 於 テ ハ

Brachiumノ 外 側 ニ粗 大 ノ變 性 顆 粒 多 數 ニ存 在 シ,

 Mesostriatum及 ビEktostriatumハ,微 細 ナ ル多 數

ノ變 性 顆 粒 ヲ含 メ リ,前 連 合 中 ニハ 極 微 細 ナ ル變 性

顆粒 存 在 シ,術 側 ノEpistriatum及 ビ其 ノ背 部 中 ニ

存 ス ル,線 状 纎 維 束 ニ至 ル ヲ認 ム, Epistriatum中 ニ

於 テハ 變 性 顆 粒 ハ腹 部 ヨ リモ背 部 ニ多 ク存 在 セ リ.

反 對 側Brachiumノ 外 部 モ少 數 ノ變 性 顆粒 ヲ含 メ リ.

第4圖

5) Ektostriatumノ 高 サ(第5圖 及 ビ 第20圖)

ニテ ハMesostriatum中 ニ 僅 少 ノ變 性 顆 粒 ア リ
,

 Ektostriatum中 ニハ 粗 大 ノ黒色 顆 粒 ヲ見 ル.術 側 大

腦半球 ノ外腹 側ニ近 ク存 在セ ル細胞群 中 ニモ,微 細

ノ黒色顆粒 ヲ多數 ニ認 ム. Ektostriatumヨ リ口方 ノ

斷面 ニテハ最早何 所ニ モ變 性顆粒 ヲ見 ズ.

第5圖
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實 驗II. Hyperstriatumノ 外 部 ヲ損 傷 セ シ メ シ

モ ノ(第6圖 乃至 第10圖 及 ビ第21圖 乃 至 第25圖).

口 方 ヨ リ尾 方 ニ 向 テ精 査 セ リ.

1) Ektostriatum口 部 ノ高 サ(第6圖 及 ビ第21

圖)

左 側Hyperstriatumノ 外 側 部 ニ ハ,廣 範 圍 ニ亙 リ

多 數 ノ微 細 ナ ル黒 色 顆 粒 ア リ,同 部 ヨ リ少 數 ノ變 性

顆 粒 ガ腹 方 ニ進 ミ,遂 ニEpistriatumニ 達 セ ル ヲ見

ル. Ektostriatumニ モ 中等 量 ノ微 細 黒 色 顆 粒 存 在 シ,

又Mesostriatum内 ニ モ僅 數 ノ微 細 黒 色 顆 粒 ヲ見 ル,

其 ノ他 術 側Mesostriatnmノ 腹 方 ニ ア ル細 胞 群 中 ニ

モ,中 等 量 ノ黒 色 顆 粒 存 在 セ リ.

第6圖

2)前 連 合 ノ高 サ(第7圖 及 ビ第22圖)ニ テ ハ

Hyperstriatumノ 外 側 部 中 ニ廣 範 圍 ニ亙 リ,多 數 ノ

微 細 黒色 顆 粒 ア リ,其 ノ1ハ 極 メテ 微 細 ノ變 性 顆 粒

トナ リテ, Epistriatumニ 向 テ進 行 シ,同 所 ニ達 シ,

更 ニ 同側 ノTractue occipito-mesencephalicus中 ヲ

經 テ,同 側 ノBrachiumニ 下 降 ス ル ヲ見 タ リ. Ekto

 striatum及 ビMesostriatum中 ニハ 僅 數 ノ微 細 ナ ル

黒色 顆 粒 ヲ見 タ リ.反 對 側 ノBrachiumノ 外 側 部 ニ

ハ 小 數 ノ中 等 大 ノ變 性 顆 粒 存 在 セ リ.

第7圖
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3)前 連 合 ヨ リ後 方 ノ高 サ(第8圖 及 ビ第23圖)

ニテ ハ左 側Hyperstriatumノ 外 側 部 中 ニハ 背 腹 ノ方

向 ヲ取 レル 刺創 ア リ,其 ノ周 圍 ニハ 中 等大 ノ變性 顆

粒 密 在 セ リ,夫 ヨ リEpistriatumニ 向 テ中 等 量 ノ微

細 黒色 顆 粒 存 在 シ, Epistriatum内 ニ モ僅 數 ノ中 等 大

變 性 顆粒 ヲ見 ル, Tractus occipito-mesencephalicus

中 ニモ 僅 數 ノ微 細變 性 顆 粒 ア リテBrachiumニ 向 テ

下 降 ス ル ヲ見 タ リ, Brachium中 ニテ ハ 其 ノ外 側 部 中

ニ中 等 量 ノ中 等 大 變 性顆 粒 存 在 セ リ. Ektostriatum

及 ビMesostriatumハ 無變 ナ リ.反 對 側 ノBrachium

ノ外 側 部 中 ニ モ僅 數 ノ變 性 顆 粒 ヲ見 ル.

第8圖

4)図 形核 口部 ノ高 サ(第9圖 及 ビ第24圖)ニ

テハBrachiumノ 外側部中 ニ粗大 ノ變性顆粒中等度

ニ存在 セリ,圓 形核殊 ニ共 ノ背部中 ニモ中等 量 ノ微

細黒色顆粒 ヲ認 ム.反 對側 ノBrachiumノ 外 側 部 モ

少數 ノ變性顆粒 ヲ含 メ リ.

第9圖
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5)圓 形 核尾部 ノ高 サ(第10圖 及 ビ第25圖)

ニテハBrachiumノ 外 側部中 ニハ中等大 ノ僅 數 ノ變

性 顆粒 ア リ,圓 形核内 ニハ微細 黒色顆粒多 數ニ存在

セ リ.反 對 側Brachiumノ 外 側 部 モ 中 等 度 ニ變 性 顆

粒 ヲ含 メ リ.

第10圖

實 験III. Brachium外 側 部 ヲ前 連 合 ノ高 サ ニ

於 テ切 斷 セ シモ ノ(第11圖 乃至 第15圖 及 ビ第26

圖 乃至 第30圖)

1)損 傷 部 ノ斷 面(第11圖 及 ビ第26圖)

BrachiumハTractus occipito-mesencephalicusト

前連 合 トノ交 叉 部 ヨ リ外 側 ニ於 テ,背 腹 ノ方 向 ニ廣

ク損 傷 サ ル ル ヲ見 ル.此 部 ノ高 サ ニ テ ハ, Mesostri-

atum及 ビEktostriutum中 ニ稍 々多 ク ノ中 等 大 ノ黒

色 顆 粒 存 在 セ リ, Hyperstriatumハ 無 變 ナ リ,前 連

合 中 ニ モ多 數 ノ黒 色 顆 粒 ヲ認 ム(拙 著Epistriatum

ニ起 始,終 止 ス ル神 經 纎 維 ニ就 テ ノ論 文 參 照).

第11圖
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2) Ektostriatum口 端 ノ高 サ(第12圖 及 ビ第27

圖)

Mesostriatum及 ビEktostriatum中 ニ中 等 大 ノ黒

色 顆 粒 ヲ見 ル, Hyperstriatumハ 無 變 ナ リ.

第12圖

3)前 連 合 ヨ リ尾 方 ノ高 サ(第13圖 及 ビ第28

圖)ニ テ ハBrachium dorsalisガ 著 シク 損 傷 サ レ,

 Brachium ventralisト 共 ニ多 數 ノ黒色 顆 粒 ヲ以 テ 充

サ ル, Mesostriatum及 ビEktostriatum中 ニ モ中 等

量 ノ黒 色 顆 粒 存 在 シ,反 對 側Brachiumノ 外 側 部 モ

變 性 顆 粒 ヲ含 メ リ.

第13圖

4)圓 形 核 口部 ノ高 サ(第14圖 及 ビ第29圖)

Brachium dorsalis及 ビventralis中 ニ多 數 ノ黒 色

顆 粒 ヲ見 ル,圓 形 核 内 ニ ハ 中 等 大黒 色 顆粒 存 在 ス レ

ドモ,殊 ニ 其 ノ背 内 部 中 ニ多 シ.反 對 側Brachium

ノ同 部 モ變 性 顆 粒 ヲ含 メ リ.
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第14圖

5)圓 形核尾部 ノ高サ(第15圖 及 ビ第30圖)

前切片 ト殆 ド同様 ノ状 ヲ呈 ス レドモ,圓 形核 内 ノ

顆 粒 ハ僅 數 トナ レ ル ノ觀 ア リ.

第15圖
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第4章　 考 察

實 験Iニ 於 テ圓 形 核 ヲ損 傷 セ シタ メ ニ現 レタル變 性纎 維 ハ, 1ハBrachiumヲ 經 テMeso

striatumヲ 經過 シ, Ektostriatumニ 至 テ停 止 シ,他 ノ1ノBrachiumヲ 通 過 シ, Tractus 

occipito-mesencephalicus中 ヲ經 テEpistriatumニ 達 シ,更 ニEpistriatumノ 背 部 ニ存 在 ス

ル 線 條 様 纎 維 束 中 ニ迄 進行 スル ヲ 見 タ リ.即 チ視 丘 圓形 核 ヨ リ發 スル 上 行性 纎 維 ハ, Brachium

及 ビMesostriatumヲ 經 テ, Ektostriatumニ 達 シ,茲 ニ終 止 スル モ ノ ト, Brachiumヲ 經 テ

Tractus occipito-mesencephalicus中 ヲ通 過 シ, Epistriatumニ 達 シ,更 ニEpistriatumノ 背

部 ニ存 ス ル線 條様 纎 維 束ニ至 ル モ ノ トノ2種 アル コ ト疑 ヲ容 レズ,後 者 ハ實 験IIノ 成 績 トヲ

合 セ考 フル ニ,恐 ラク ハHyperstriatumニ 達 スル モ ノナ ラ ン, Groebbels氏 ハ,視 丘 圓形 核

ヨ リ發 スル 上 行性 神 經纎 維 ハHyperstriatumニ 終 止 ス ト唱 へ,大 畑 氏 ハEktostriatumニ 終 止

ス トシ, Edinger及 ビWallenbergハ 此 徑 路 ハ, doppellaufigナ リ ト云 ヘル ガ,孰 レモ余 ノ所

見 ニ一 致 スル モ ノ トス.

實 験IIニ 於 テHyperstriatumノ 外 部 ノ損 傷 後 ニ變 性 纎 維 ノ一 部 ハ,損 傷 部 ヨ リ外 側 ヲEpi

striatumニ 向 テ下 降 シ, Brachiumノ 外 側 ニ出 デ,視 丘 圓形 核 ノ尾 部 ノ高 サ ニ於 テ ハ, Bra

chium内 ノ モ ノハ 著 シク減 少 シ,視 丘 圓 形核 内 ニ多 數 ノ微 細 黒色 顆 粒 ヲ見 タ リキ.變 性 纎 維 ノ

他 ノ一部 ハEktostriatumヨ リMesostriatumニ 出 デ,前 連 合 ヨ リ少 シク尾 方 ニ於 テ消 失 セ リ,

甲 ハGroebbels氏 ノHyperstriatum外 側 部 ヨリ發 シ,視 丘 圓 形核 ニ至 テ終 ルTractus strio-

thalamicus dorsalis lateralisニ 該 當 ス ル モ ノニ シテ,大 畑 氏 ガHyperstriatumノ 外 部
,尾

部 乃 至 口部 ヨ リ大 腦 膊 テ下 降 スル 遠 心 性纎 維 ハ存 在 セ ズ トノ説 ニ反 對 ス ル所 見 ナ リ.且Hype-

rstriatumノ 外 側 部 ヨ リMesostriatumニ 達 スル弱 纎 維 東 ノ存 在 モ疑 ヲ容 レザ ル所 ナ リ トス .

實 験IIIニ 於 テ前 連 合 ノ高 サ ニテ, Brachiumヲ 損 傷 セ シニ由 テ生 ゼ シ變 性 顆 粒 ハ 口 方 ハ

Mesostriatumヲ 經 テEktostriatumニ 至 リテ停 止 シ,尾 方 ハ視 丘 圓 形 核 ニ至 テ終 ル ヲ見 タ リ.

即 チ圓形 核 卜Ektostriatumト ヲ結 合 ス ル纎 維 ハBrachiumノ 外 側 ヲ通 過 スル モ ノ ニ シ テ
,而

モ上 行 及 ビ下 行 ノ2種 ノ神 經纎 維 ヨ リナ レル コ ト疑 ヲ 容 レズ .亦Ektostriatumニ 迄 變 性 顆 粒

ヲ追 跡 シ得 シ成 績 ト,實 驗I及 ビIIノ 成 績 トヲ合 セ考 フル ニ
,視 丘 圓 形 核 トHyperstriatum

トヲ結 合 スル纎 維 モ上 行 及 ビ下降 ノ2種 ヨ リナル コ ト明 カ ナ リ.然 レ ドモ上 行性 纎 維 ハ下 降 性

纎 維 ニ比 シ幽 微 ナル モ ノ トス(拙 著Epistriatumニ 起 始,終 止 スル 神 經 纎 維 ニ就 テ參 照) .

第5章　 結 論

1.家 鷄 ニ於 テ ハ視 丘 圓 形核 ヨ リ發 スル 上 行 性 神 經纎 維 ハ,一 部 ハBrachiumヲ 通 過 シ,

 Ektostriatumニ 至 テ 終 止 シ,他 ノ一 部 ハ幽微 ナ ガ ラEpistriatumヨ リHyperstriatumノ 外 部

ニ至 ル モ ノ トス.
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2.家 鷄 ニ於 テ ハ視 丘 圓 形 トEktostriatumト ヲ結 合 ス ル 神 經 纎 維 ハ,上 行 及 ビ下 降 ノ2

種 ヨ リナ ル.

3. Hyperstriatumノ 外 側 部 ヨ リ發 スル 下 降 性 神 經 纎 維 ハ,腹 内 方 ニ向 ヒ, Epistriatumヲ

經 テBrachiumニ 入 リ,同 側 ノ視 丘 圓形 核 ニ至 リ終 止 ス.

4.視 丘 圓形 核 トHyperstriatumト ヲ結 合 スル神 經 纎 維 モ,恐 ラク ハdoppellaufigナ ル ベ

シ.

5.家 鷄 ニ於 テ ハ視 丘 圓 形 核 トEktostriatumト ヲ結 合 ス ル神 經纎 維 ハ,視 丘 圓 形 核 卜Hype

rstriatumト ヲ結 合 スル纎 維 ヨ リ多 シ.

6.家 鷄 ニ於 テ ハHyperstriatum外 側 部 ヨ リ同 側 ノMesostriatumニ 至 リ終 ル僅 數 ノ神 經

纎 維 アル ガ如 シ.

此 稿ヲ終 ルニ臨 ミ終 始御懇篤ナル御指導 ト御校閲 ヲ賜ハ リシ恩 師上坂教授 ニ満腔 ノ謝意 ヲ表ス.
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挿 圖 及 ビ附 圖 説 明

第1圖　 視丘 圓形核尾部 ノ損傷部 及 ビ變 性顆粒

第2圖　 視丘 圓形核尾部 損傷 ニヨル圓形核中央 部

ノ高 サニ於 ケル變性顆粒

第3圖　 同 上前連 合 ヨ リ少 シク尾方 ノ高サ ニ於 ケ

ル變 性顆粒

第4圖　 同 上 前 連 合 ノ高 サ ニ於 ケル 變 性 顆 粒

第5圖　 同 上Ektostriatumノ 高 サ ニ 於 ケル 變 性

顆 粒

第6圖　 Hyperstriatum外 部 損 傷 後 ノEktostria

tum口 部 ノ高 サ ニ於 ケ ル 變 性 顆 粒

150



近 藤 論 文 附 圖

第
16
圖

第
17
圖



近 藤 論 文 附 圖

第
18
圖

第
19
圖



近 藤 論 文 附 圖

第20圖

第21圖



近 藤 論 文 附 圖

第22圖



近 藤 論 文 附 圖

第23圖

第24圖



近 藤 論 文 附 圖

第25圖

第26圖



近 藤 論 文 附 圖

第27圖

第28圖



近 藤 論 文 附 圖
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第7圖　 同上 前連 合 ノ高サ ニ於 ケル變性顆 粒

第8圖　 同上前連 合 ヨ リ後方 ノ高サ ニ於 ケル變性

顆粒

第9圖　 同上圓形核 口部 ノ高サニ於 ケル變性顆粒

第10圖　 同上圓形核尾部 ノ高サ ニ於 ケル變 性顆粒

第11圖　 Brachiumノ 外 側部 ヲ前連 合 ノ高サ ニ於

テ損傷後 ノ變性顆粒

第12圖　 同上Ektostriutum口 端 ノ高サ ニ於 ケル

變性顆粒

第13圖　 同 上前連 合ヨ リ尾方 ノ高 サニ於 ケル變性

顆粒

第14圖　 同上圓形核 口部 ノ高 サニ於 ケル變性顆粒

第15圖　 同 上圓形核尾部 ノ高 サニ於 ケル變 性顆粒

第16圖　 視丘圓形核尾部 ノ損傷部及 ビ圓形核内 ノ

變性顆粒

第17圖　 同上圓形核 中央 部 ノ高 サニ於 ケル圓形核

内 ノ變 性顆粒

第18圖　 同 上前連 合ヨ リ少 シク尾方 ノ高サ ニ於 ケ

ルBrachium内 ノ變性顆粒

第19圖　 同上前連 合ノ高 サニ於 ケルMesostriatum

中 ノ變 性顆粒

第20圖　 同 上Ektostriatumノ 高サ ニ於 ケルEkto

striatum中 ノ變 性顆粒

第21圖　 Hyperstriatum外 部 損傷後 ノEktostria

tum口 部 ノ高 サニ於 ケルEktostriatum

中 ノ變 性顆粒

第22圖　 同上前連 合 ノ高 サニ於 ケルBrachium中

ノ變 性顆粒

第23圖　 同上前連 合 ヨ リ少 シク尾 方 ノ高サ ニ於 ケ

ルHyperatrtatum中 ノ損傷及 ビ變 性顆粒

第24圖　 同 上 圓 形 核 口部 ノ高 サ ニ於 ケルBra

chium中 ノ變 性顆粒

第25圖　 同 上圓形核尾部 ノ高サ ニ於ケル圓形核 内

ノ變 性顆粒

第26圖　 前連 合 ノ高 サ ニ於 ケルBrachiumノ 外側

部 ノ損傷 部及 ビBrachium内 ノ變 性顆粒

第27圖　 同上Ektostriatum口 端 ノ高 サニ於 ケル

Ektostriatum及 ビMesostriatum中 ノ變

性顆粒

第28圖　 同上前連 合ヨ リ尾 方 ノ高サ ニ於 ケルBra-

chium dorsalis中 ノ損傷部及 ビBrachium

 dorsalis, Brachium ventralis中 ノ變 性顆

粒

第29圖　 同上 圓形核 口部 ノ高サ ニ於ケル圓形核 内

ノ變性顆粒

第30圖　 同上 圓形核 尾部 ノ高 サニ於 ケル圓形核 内

ノ變性顆粒

略 字 説 明

N. r.=Nucleus rotundus. L.=Lasionsstelle . Br.=Bruchium cerebri . M. C.=
Meynertsche commissur. Epi .=Epistriatum. Ekto.=Ektostriatum . Meso.=Mesostriatun . 
T. o. m.=Tractus occipitomesencephalicus . C. a=Commissura auterior. L . m. d.=Lamina 
medullaris dorsalis. H.=Hyperstriatum.
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